
職務発明対価請求の裁判結果（平成30年～）

年度 審級 判決日付 原審被告 技術内容 結果 請求額 認容額 被告の貢献度

平成30年 知財高裁 平成30年3月19日 e社 光拡散レンズ「ＬＥ－Ｃａｐ」 ○（1審H29.7.19も一部認容） 1億円（不足額請求） 1202万6841円 95%

東京地裁 平成30年4月26日 f社 「シールド電線およびその製造方法」、「ダブルツイストの撚り」 ☓ 3810万5187円

知財高裁 平成30年5月14日 g社 ネットワークリアルタイムオークション方法 ☓（1審H29.11.15同様消滅時効認容） 1000万円（全体は9000万円）

東京地裁 平成30年5月29日 h社 非接触式ＩＣチップ ○（控訴審R2.6.30も一部2959万余り認容） 5億円（全体は296億以上） 3181万8836円 95%

知財高裁 平成30年6月5日 i社 非公開（喫水検査業務に関連） ☓（1審H29.11.30 も請求棄却） 1億円

東京地裁 平成30年9月14日 j社 キヌクリジン誘導体及びその組成物 ☓ 2億円

大阪地裁 平成30年10月4日 k社 デプシペプチド誘導体，その製法およびその用途等 ○ 2億円 4728万4116円 92.5%

知財高裁 平成30年10月23日 l社 電池，二次電池，リチウム二次電池又はリチウムイオン二次電池に関する複数の発明 ☓（1審H29.10.27も請求棄却） 1億円（全体は62億以上）

大阪地裁 平成30年11月26日 m社 器質的脳障害に起因する高次脳機能の低下に対する改善作用を有する組成物 ☓（控訴審R1.5.28も棄却） 1億3500万

東京地裁 平成30年12月20日 h社 光ディスクにおけるエラー訂正技術 ○（控訴審R4.5.25は3204万円余りを認容） 30億円 833万6319円 95%

平成31年・
令和1年

大阪地裁 平成31年1月17日 n社 塩素化塩化ビニル系樹脂の洗浄方法及びその装置 ☓（控訴審R1.7.24も棄却）
1億3500万円（原告１）、
1500万（原告２）

大阪地裁 令和元年7月18日 o社 食品商品の開発等 ☓ 1084万円

東京地裁 令和元年9月11日 p社
連続気泡（セル）構造を有する多孔質架橋重合体フォームの一つであるFoamAbsorbentMaterial（ＦＡＭ）の
製造方法

○（控訴審R2.3.30も同額認容） 5862万8568円 226万4061円 95%

東京地裁 令和元年11月6日 q社 球形で粒度分布の狭いマグネシウムアルコラートの合成方法 ☓ 300万円

東京地裁 令和元年11月25日 r社 熱源機用ポンプの制御方法及び空調用熱源システム ○ 157万円（未払額請求） 87万円 実績補償規定に基づくため認定なし

令和2年 東京地裁 令和2年6月11日 s社 競争ゲームのベット制御方法 ○（控訴審R3.5.31は原判決維持） 4000万円 17万0625円 95%

東京地裁 令和2年8月26日 h社 情報媒体であるディスクメディア、ディスク記録装置又はディスク記録再生装置に関するもの ○（控訴審R4.5.30は2557万円余りを認容） 3億円 1227万6603円 95%

令和3年 大阪地裁 令和3年5月13日 t社 フィンチューブ型熱交換器及び冷凍サイクル装置 ☓ 1000万円

大阪地裁 令和3年12月27日 u社 ハードバター製造などに有用な油脂を乾式分別により得る方法に関する発明等 ☓ 1億0515万

令和4年 大阪地裁 令和4年3月24日 t社 送風機に関する発明等 ○ 6100万円 197万3393円 95%

東京地裁 令和4年5月27日 v社 塞栓形成用体内留置具等 ☓ 2494万円

東京地裁 令和4年9月16日 w社 船舶の両舷ドラフト差測定装置 ☓ 500万円


